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｢プラットフォーム（Platform）｣の創立に向けて

歴史文化遺産やまちづくりをHPなど

多様な媒体での情報発信を検討

１．世界の首都は、今、歴史的文化的創造の時代に入り熾烈な都市間競争にある。

先進諸国のトレンド「クリエイティブシティ」の取り組みは、歴史や多彩な文

化の奥深さにより都市の品格を高めている。

2019年12月京都宣言にあるように、国連の世界観光機関（UNWTO）と国連

の教育科学文化機関（ユネスコ）は、観光と文化への貢献を強化し、持続可能

な開発目標へのプロセスを促進させている。

２．「東京文化ビジョン」が掲げる伝統と革新が共存し融合する都市東京の独自性と２．「東京文化ビジョン」が掲げる伝統と革新が共存し融合する都市東京の独自性と

多様性は、江戸文化やアジア、欧米に開かれたコスモポリタン的な文化を発展

させて、現在に至っている。しかし、既に、首都東京には、世界に誇るべき莫

大な歴史文化遺産が埋蔵されている。

３．江戸城跡は、日本一壮大で美しく、城門や石垣、豊かな水を湛たえた外濠や内

濠は、昔の姿を今に残し、失われた天守や本丸御殿の痕跡は、往時の姿を想い

起こされる。このように雄大な景観に包まれた特別史跡江戸城跡は、充分に世

界遺産に匹敵すると云われて、久しい。

一方、城下町に集められた武家や民衆にかかわる遺産、ジェンダー等の社会の

問題や矛盾また開発によって生じた災害にかかわる遺産なども残されている。問題や矛盾また開発によって生じた災害にかかわる遺産なども残されている。

こうした江戸東京の歴史や文化を世界の人々と「感動を分かち合う」為にも、

その遺産について人類共有の歴史文化遺産としての本質的な価値を明らかに

し、私達の使命は、次世代に継承し、近未来の世界遺産を目指していく。

江戸東京に残る歴史文化遺産の情報地図等を広く一

般社会に公開して参ります。

先ずは、今回調査した６００の歴史文化遺産をデジ

タル上に地点表示し、さらに「江戸復原図」や現代図

をデジタル化して観光などに活用できるように、これ

４．一方、高度経済成長期を境に、首都東京の空高く、摩天楼は今に続く。都市開

発の一方で、東京の歴史性が薄れてきたことは否めない。現代都市文化と歴史

性、文化的景観及び環境を尊重する都市の有り方や開発に向けて、私達も自ら

に問いつつ、共に学び、そして、声を上げていこう。

をデジタル化して観光などに活用できるように、これ

を契機に中期的事業として、順次、取り組みを漸進し

ていきます。

＊「歴史文化遺産」の当会の定義は、日本の文化財

（有形・無形）をはじめ未指定の文化財及び地域固

有の地域遺産など多様な歴史と文化を発見し、総合

５．東京の各地域では、産学官民大小のコミュニティや団体による江戸東京の多彩

な文化や歴史を活かした活動や“まちづくり”が、展開され、市民の誇り(シビ

ックプライド)となっている。多様な主体とゆるやかな交流により、江戸東京の

歴史文化資源を活かした観光まちづくりに貢献していく。

2020年7月

的に位置付け、まちづくりに活かす「遺産」を「資

産」として取組み、地域に、次世代に継承して近未

来に託す遺産のこととします。
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    江 戸 東 京 の 特 性 と 江 戸 城 の 価 値    
現 在 の 東 京 に は 江 戸 城 の 天 守 や 政 庁 の シ ン ボ ル で あ っ た 本 丸 御 殿 は 焼 失 し た も の の 、

家 康 ・ 家 光 時 代 の 城 門 、 石 垣 も 良 好 に 残 っ て い ま す 。
江 戸 か ら 東 京 に 名 を 替 え て 都 心 に は そ の 移 り 変 わ り を 示 す 遺 産 が 多 く 分 布 し て い ま す 。

家康の時代 (1)江戸城は徳川将軍家三代の約半世紀をかけて天下普請（御手

伝普請）として築城した我が国最大級の城郭である。その痕

跡は都心のなかで良好に残り、江戸城外堀跡はその規模を伝

えている。特に江戸城の中心部である本丸周辺は、幕末の度

重なる火災によって天守・御殿建築は焼失しているもの、城

門や櫓、番所などの建築物が保存・復元され、堀や石垣など

家光の時代

門や櫓、番所などの建築物が保存・復元され、堀や石垣など

縄張りを示す曲輪が良好に残っている。また、近世社会の確

立と動向に対応して城郭整備が行われ、その痕跡を実物資料

として知ることができる。

(2)江戸城下町は、江戸城外郭（外堀）内を中心に武家地、町人

地、寺社地が置かれ、家康入国直後には江戸城城門を起点と

する江戸五口が配置され、日本橋を起点とする五街道と城下

町が整備された。

江戸の城下町は、開幕後の約一世紀には人口約百万人を抱え

る大都市となり、その範囲は、江戸城外郭を超えて拡大し、

概ね東京市旧15区となった。

また開発や災害、社会の矛盾を示す痕跡も多くある。

(3)明治維新以後、江戸は東京と名を替え、江戸城は皇居（皇

城）となり、文明開化期、明治中期の市区改正計画、震災後

の帝都復興計画、戦後の復興などを経験し、都心にはこうし

た経緯を示す近代化遺産が分布し、江戸期から昭和期にかけ

ての文化財等のあり方は各地域の特性を示している。

                                                                                                                                                                                                                                                
    

江戸の地形と町割り 寛永年間（家光）の江戸城本丸 今回調査した歴史文化遺産の600事例
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上から金沢藩前田家による天守台、黒
田家による中之門石垣(右の刻印は中

之門石垣に刻まれた元禄地震後に鳥取

赤：慶長11年、青：慶長19年、緑：元和6年、

水色：寛永12年、茶色：明暦3-万治元年。(1606-1658年)
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慶長１３年頃の江戸城本丸を示した

｢江戸始図｣(松江市所蔵)と復元図
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に 之門石垣に刻まれた元禄地震後に鳥取

藩池田家が改修したことを示す）

最下段は中之門石垣石とそこに刻まれ

た｢進上｣(献上石)。この時の石垣改修

は、伊豆石ではなく西日本の花崗岩が

各大名により切り出された。
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